
ユネスコ無形文化遺産に登録された「能楽」。

この「能楽」とは、「能」と「狂言」両方を合わせたものを意味します。

お面を付け、悲劇や重厚なテーマの演目が特徴の「能」、

お面を付けず、ナンセンスなものから普遍的な日常をテーマとした「狂言」、

違う表現でありながらも、それぞれ違った趣きがあります。

古典喜劇である狂言の演目は、

庶民の日常でおこる失敗談を描いたお話や、

鬼や精霊の出てくるお話など様々。

親しみやすい題材が多いのも、狂言の特徴です。

そして、狂言に登場するのは、ほとんどが庶民であり無名の人々。

内容は、パロディあり、駄洒落要素ありと、バリエーションも豊富です。

人間だれもが思い当たることを題材に、

どんなことも明るく大らかな笑いに変えてしまうからこそ、

親しみが湧いてくるのかも知れません。

URL  https://izumishinya.com

Mail：info@izumishinya.com
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